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　薄赤色の暖かな背景に白い椅子が置かれている。微か

な笑みを浮かべ、子どもがその椅子に腰かけている。水

彩絵の具による線描から導かれた数個の矩形は、あまり

に簡素な形の組み合わせである。そこに、これまた、端

的な描写で目と口と認識できる点が描き加えられ、穏や

かな子どもの姿が浮かび上がる。

　パウル・クレー（Paul Klee）の《腰かける子ども》は

1933 年の作品である。1933 年とは、ヒトラーの首相就任

とともにナチスの弾圧が強まった年にあたる。クレーは

バウハウス退職後、デュッセルドルフ美術学校で教鞭を

とっていたが、この年、美術学校を追われ、ベルンへの

移住を余儀なくされた。かの「退廃美術展」にクレーの作

品 17 点が並んだのは、4 年後のことである。

　クレーは近代の絵画探究に早くから身を投じた画家

であった。その関心は伝統的な絵画技法よりも同時代の

キュビスムなどに向けられ、色彩と形態が豊かに交わる

イメージの形象化を実現した抽象作品へと至った。

　また、クレー自身はシュルレアリスムとは一定の距離

を保っていたが、1925 年のシュルレアリスム展にクレー

の作品も紹介され、シュルレアリストたちからも注目さ

れている。当時クレーは近代の絵画生成に欠くことので

きない画家の一人であった。　

　一方で、クレーの関心は同時代の芸術動向のみならず、

象形文字や児童画、そして、何より自身の幼年期のスケッ

チにも向けられた。クレーは自身の幼年期の描画を、「こ

れまでの創作のうちで最も重要なもの」と呼んでいたと

いう。（※１）クレーの絵画は、自発的な創造性と理論的

な分析という相容れないかのような、二つの要素で成り

立っていたのではないだろうか。　

　1921 年、クレーはバウハウスに招聘された。クレーは

学生に授業をするにあたり、自らの制作で感覚的に認識

していたことの理論化に努めた。

　「授業をすることになって、私は自分がたいてい無意

識に行っていたことを明確にしなければならなかっ

た。」（※ 2 ）と述べているように、クレーはバウハウ

スで、自らの作品が成立するプロセスとその造形性を

正確に追体験できるように「造形理論」の詳述に取り

組んでいた。微細な線からフォルムと形態を導き、抽

象的な形に少しの具象性を加えることで、子どもの姿

を描出させた本作品には、この時期の探究を経た一つ

の答えを見ることができよう。

　クレーは、子どもの創造性を愛し、感覚的な理解を

確かな造形理論へ繋げ、色彩と形態を探究し続けてい

た。この単純化された形態による《腰かける子ども》は、

まさに、感性と理性の間に導かれた存在なのかもしれ

ない。

感性と理性の間に ―パウル・クレーの芸術
宇都宮大学教育学部　准教授　本

ほん

田
だ

悟
ご

郎
ろう

腰かける子ども　（紙、水彩、41.9× 31.7㎝）1933 年
パウル・クレー（1879 〜 1940 ／スイス）
宇都宮美術館蔵（栃木県）

※１　展覧会図録『パウル・クレー　だれにも ないしょ。』2015 年、宇都宮美術館、p.28

※２　『バウハウス叢書　パウル・クレー　教育スケッチブック』1991年、中央公論美術出版、p.54
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新
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、
改
訂

の
柱
と
し
て
三
つ
の
「
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
習
指
導
要
領
の
基
本
的
な
骨
格
は
、

「
目
標
」
と
「
内
容
」
と
し
て
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
三
つ
の
「
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
」
と
は
、「
目
標
」
の
捉
え
方

と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
三
つ
の
「
資
質
・
能
力
」

を
手
が
か
り
に
、
造
形
・
美
術
教
育
の
あ

り
方
や
「
授
業
課
題
・
目
標
」、「
授
業
デ

ザ
イ
ン
」
の
方
法
等
を
確
認
、
再
考
し
て

い
き
ま
す
。

　
さ
て
教
育
は
、
あ
る
い
は
授
業
は
子
ど

も
を
教
え
、
育
て
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。
そ
の
教
え
、育
て
る
も
の
が「
資

質
・
能
力
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
「
資
質
・
能
力
」
を
教
育
、
授
業

の
視
点
で
捉
え
る
と
、
大
き
く
は
「
教
育

課
題・目
標
」、
具
体
的
な
授
業
で
は
「
授

業
課
題
・
目
標
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
の
「
課
題
」
と
は
、
授
業
者

が
ど
の
よ
う
な
「
授
業
課
題
」
を
掲
げ
、

子
ど
も
に
「
目
標
」
を
も
た
せ
る
か
、
授

業
者
の
役
割
を
示
す
た
め
に
使
い
分
け
て

い
ま
す
。
授
業
者
が
子
ど
も
に
「
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
」、
あ
る
い
は
「
授

業
課
題
・
目
標
」
を
明
確
に
捉
え
て
授
業

を
行
う
こ
と
の
重
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　
三
つ
の
「
資
質
・
能
力
」
は
、
本
来
人

の
中
に
一
体
化
さ
れ
て
培
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
授
業
課
題・目
標
」

と
し
て
分
析
、
整
理
し
て
具
体
的
に
示
す

こ
と
は
、
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、「
学
び
に
向
か
う
力
、
人

間
性
等
」
と
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現

力
等
」
の
二
つ
の
「
資
質
・
能
力
」
は
、

知
識
や
技
能
と
は
異
な
り
、
教
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
育
て
る
「
課
題
・
目
標
」

で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
つ
ま
り
、
今
改
訂
は
、「
教
え
る
」
に

偏
っ
た
教
育
か
ら
「
育
て
る
」
教
育
に
焦

点
を
与
え
、
本
来
の
教
え
、
育
て
る
「
教

育
」
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。　

〇
「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」

　

こ
の
柱
に
は
、
興
味
や
関
心
、
積
極

性
、
自
主
性
、
主
体
性
、
協
働
性
、
協
調

性
、
社
会
性
、
自
己
肯
定
感
（
価
値
観
）、

自
尊
感
情
等
が
あ
り
、
相
対
的
な
意
味
、

概
念
を
も
っ
た
大
き
な
く
く
り
（
カ
テ
ゴ

リ
ー
）
の
課
題
・
目
標
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
主
体
性
」
に
つ
い
て
、
子

ど
も
に
「
主
体
的
に
活
動
し
な
さ
い
」
と

教
え
て
も
、
主
体
性
が
培
わ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
教
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
育
て
る
「
課
題
・
目
標
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
「
自
主
性
」
と
い
う
文
言
は
単
独

で
は
生
き
て
働
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
何

に
つ
い
て
働
く
「
自
主
性
」
な
の
か
、
教

科
内
容
と
関
連
し
て
は
じ
め
て
意
味
を
も

つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
造
形
・
美
術
教
育
で
は
、
ど
の
よ
う
な

教
科
内
容
と
関
わ
っ
た
「
自
主
性
」
を
育

て
る
の
か
、
具
体
的
な
「
課
題
・
目
標
」

と
し
て
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」

　
こ
の
柱
で
は
、
活
動
の
行
為
と
し
て
の

文
言
、「
思
考
、
判
断
、
表
現
」
に
「
力
」

子
ど
も
の
資
質
・
能
力
（
授
業
課
題
・
目
標
）の
育
成
と

授
業
デ
ザ
イ
ン

特集

序論

 

１  

教
育
に
お
け
る「
資
質
・
能
力
」

      

と「
教
育
課
題
・
目
標
」の
意
味

 

２  

三
つ
の
「
資
質
・
能
力
」
の
柱

 

３  

造
形
・
美
術
教
育
に
お
け
る

      

三
つ
の「
資
質
・
能
力
」の
意
味
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◉ 特集 序論

を
つ
け
、
能
力
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

「
活
動
行
為
」
自
体
は
「
課
題
・
目
標
」

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
能
力
に
す
る
と
設
定

で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
は
授
業
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
重
要
な
視
点
で
す
。

　
各
文
言
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

(

力)

、
追
究(

力)

、
決
定(

力)

、
試

行(

力)

、
等
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
文
言
も
前
項
で
示
し
た
内
容
と

同
様
に
教
科
内
容
と
関
連
し
て
は
じ
め
て

生
き
て
働
く
も
の
に
な
り
ま
す
。　

　
例
え
ば
、「
判
断(

力)

」
は
、何
を
「
判

　
「
思
考
（
力
）」

で
は
、
想
像

(

力)

、
発
想

(

力)

、
構
想

(

力)

、創
造（
力
）、

分
析
（
力
）、
整

理(

力)

、
活
用

（
力
）、応
用（
力
）、

俯ふ

瞰か
ん
（
力
）、
関

係
的
把
握(

力)

、

総
合
的
処
理（
力
）

等
、
さ
ま
ざ
ま
に

考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
判
断
（
力
）」

は
造
形
活
動
の
中

の
一
つ
の
行
為
で

あ
り
、
同
列
の
く

く
り
に
は
、
選

択(

力)

、
発
見

断
」
す
る
の
か
、
教
科
の
具
体
的
な
内
容

を
通
し
て
造
形
的
な
「
判
断
力
」
が
培
わ

れ
る
か
ら
で
す
。

　
つ
ま
り
、
造
形
・
美
術
表
現
は
試
行
錯

誤
を
伴
っ
た
活
動
全
体
を
通
し
て
行
わ

れ
、
単
独
の
「
活
動
行
為
」
だ
け
で
は
成

立
し
な
い
の
で
す
。

　
さ
て
、造
形・美
術
教
育
に
お
け
る
「
表

現
（
力
）」
は
、
他
教
科
と
は
少
し
違
っ

た
解
釈
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
単
に
表
現

す
る
技
術
力
で
は
な
く
、「
思
考
（
力
）・

判
断
（
力
）」
等
を
含
む
総
合
的
な
力
と

捉
え
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、
そ
の

「
造
形
表
現
力
」
と
は
ど
の
よ
う
な
能
力

で
し
ょ
う
。
私
は
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら

捉
え
て
い
ま
す
。

・
造
形
感
覚
（
力
）

　
造
形
は
視
覚
と
触
覚
を
通
し
た
表
現
で

す
。
視
覚
は
色
彩
感
覚
と
形
態
感
覚
、
触

覚
は
触
感
覚
で
、
こ
れ
ら
の
造
形
感
覚
を

働
か
せ
る
活
動
で
す
。

　
し
か
し
、表
現
は
五
感
（
視
覚
、触
覚
、

聴
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
）
全
体
を
通
し
た
感

受
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）、
鑑
賞
が
前
提
で
、
全

て
の
感
覚
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

造
形
表
現
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
は
、
主
と

し
て
視
覚
と
触
覚
を
通
し
た
も
の
で
す
。

・�

五
つ
の
内
容
要
素
に
対
す
る
追
究（
力
）

　
「
造
形
表
現
力
」
は
、
造
形
表
現
の
す

べ
て
の
内
容
要
素
に
関
わ
り
、
そ
れ
ら
を

追
究
し
、
乗
り
越
え
る
た
め
に
発
揮
さ
れ

る
力
に
な
り
ま
す
。
表
現
内
容
の
要
素
を

五
つ
に
分
析
、
整
理
し
た
概
要
を
図
１
に

示
し
て
お
き
ま
す
。

〇
「
知
識
及
び
技
能
」

　
こ
の
柱
は
、
特
に
解
釈
す
る
必
要
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、「
技
術
」
で
は
な
く
、

技
術
的
な
能
力
、「
技
能
」
と
示
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

　
ま
た
、
技
術
、
技
能
に
も
い
く
つ
か
の

視
点
が
あ
る
こ
と
を
加
え
て
お
き
ま
す
。

・
表
現
技
術
、
用
具
の
技
術　
　
　

・
表
現
形
式
、
表
現
様
式
の
技
術　

・
材
料
処
理
と
し
て
の
技
術

ア
　
表
現
対
象
／
主
題
（
何
を
表
現
す
る
）

イ
　
表
現
材
料
／
造
形
要
素

　
　（
何
で
表
現
す
る
）

ウ
　
表
現
形
式
（
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
）　

エ
　
表
現
様
式
（
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
）

オ
　
表
現
技
法
／
用
具
／
知
識

　
　（
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
）

図 1
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・
用
具
の
使
い
方
の
技
術
、
他

　
造
形
・
美
術
教
育
に
お
い
て
「
授
業
デ

ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は

少
な
い
よ
う
で
す
。

　
知
識
や
技
能
の
教
育
に
お
い
て
、
授
業

は
そ
れ
ら
の
教
え
方
、
つ
ま
り
「
指
導
方

法
」
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
か
ら
で
し
ょ

う
。
し
か
し
今
回
、示
さ
れ
た
三
つ
の「
資

質
・
能
力
」
に
は
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う

に「
育
て
る
」「
資
質・能
力
」で
あ
る「
授

業
課
題
・
目
標
」
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な「
授
業
デ
ザ
イ
ン
」を
、

ど
の
よ
う
な
「
デ
ザ
イ
ン
方
法
」
で
行
え

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
文
科
省
が
提
案
し
て
い
る
一
つ
の
「
授

業
デ
ザ
イ
ン
」
が
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
は
「
授
業
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
、

授
業
の
四
つ
の
構
成
要
素
か
ら
、客
観
的
、

論
理
的
に
捉
え
た
「
授
業
デ
ザ
イ
ン
」
を

提
案
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
も
授

業
デ
ザ
イ
ン
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
も

い
え
る
の
で
す
。

　
一
方
、
図
画
工
作
科
の
学
習
指
導
要
領

に
は
す
で
に
、「
造
形
遊
び
」
が
あ
り
ま

す
。
材
料
、
場
や
空
間
等
を
課
題
（
テ
ー

マ
）
に
遊
び
の
場
や
環
境
を
設
定
し
、
子

ど
も
に
試
行
錯
誤
や
追
究
活
動
を
促
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
は
教
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
造
形
的
な
主
体
性
や
協
働
性
、
思

考
力
（
発
想
、
構
想
力
）、
判
断
力
、
表

現
力
等
を
育
て
よ
う
と
す
る
授
業
デ
ザ
イ

ン
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
造
形
遊
び
」
は
、
材
料
、
場
や
空
間

等
を
課
題
（
テ
ー
マ
）
に
し
た
、「
課
題

追
究
型
」
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
一
つ
の
方

法
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
資
質
・
能

力
」
を
育
て
る
「
課
題
追
究
型
」（
含
む

造
形
遊
び
）
の
授
業
の
デ
ザ
イ
ン
で
大
切

な
こ
と
は
、
造
形
表
現
の
五
つ
の
内
容
要

素
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
範
囲
や
規
模
、

条
件
で
主
体
性
や
協
働
性
、思
考
、判
断
、

表
現
、
あ
る
い
は
知
識
や
技
能
の
試
行
錯

誤
を
促
す
か
、
条
件
を
明
確
に
し
て
お
く

こ
と
で
す
。　
　
　

　
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
相
対
的
な

意
味
や
概
念
、
価
値
を
捉
え
た
「
資
質
・

能
力
」、「
課
題・目
標
」と
造
形
表
現
の「
内

容
要
素
」
を
曖あ
い

昧ま
い

に
し
て
お
く
と
教
育
の

質
や
内
容
も
曖
昧
と
な
り
、
効
果
が
期
待

で
き
な
い
の
で
す
。　
　

　
つ
ま
り
、「
課
題
追
究
型
」
の
授
業
デ

ザ
イ
ン
は
、「
資
質・能
力
」、「
授
業
課
題・

目
標
」
と
「
造
形
表
現
の
内
容
要
素
」
の

二
つ
の
視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
デ
ザ

イ
ン
条
件
」
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
の
で
す
。

　
「
活
動
行
為
」、「
授
業
課
題
・
目
標
」

と
「
五
つ
の
内
容
要
素
」
の
２
視
点
か
ら

授
業
デ
ザ
イ
ン
を
捉
え
、
デ
ザ
イ
ン
条
件

を
設
定
す
る
関
係
表
を
参
考
資
料
図
３
と

し
て
示
し
て
お
き
ま
す
。

　
ま
た
、
図
１
～
３
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
と

デ
ザ
イ
ン
条
件
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
左

記
文
献
を
参
照
く
だ
さ
い
。

子どもの
（児童・生徒）
実　態

授業課題

授業構造と授業の四つの構成要素

授業目標
評　価

授業／表現・鑑賞内容 授業／デザイン
（構成）方法

授業／デザイン
（構成）条件

佐
々
木
達
行

（
さ
さ
き　
た
つ
ゆ
き
）

八
洲
学
園
大
学

教
授

引
用
文
献
：

・『
造
形
教
育
に
お
け
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
と
授
業
分
析
』  

  

２
０
１
１
年　
佐
々
木
達
行
（
東
洋
館
出
版
）

・『
造
形
教
育
に
お
け
る
授
業
の
課
題
・
目
標
と
評
価
』

  

２
０
１
２
年　
佐
々
木
達
行
（
開
隆
堂
出
版
）

 

４  「
資
質
・
能
力
」
の
育
成
と

      「
授
業
デ
ザ
イ
ン
」

◉ 特集 序論

表現対象

「内容要素」
表現・鑑賞する
／している

表現主題

表現材料

造形要素

表現形式

表現様式

表現技法

造形知識

表現・鑑賞の「内容要素」と「活動行為／授業課題・目標」の
２視点から捉えた授業の「デザイン条件」の設定

何
を

何
で

ど
の
よ
う
に

「活動行為」
試行錯誤する
追求する

「授業課題・目標」
試行錯誤力

追求力を育てる

図 3

図 2

 

５  

育
て
る
「
資
質
・
能
力
」
を

      

培
う
授
業
の
「
デ
ザ
イ
ン
方
法
」
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絵
に
表
す
活
動
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
序
論
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
授
業
が
多
面
的
な
構
造
で
成
り

立
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
中
で
も
最
も
大

切
に
し
た
い
こ
と
は
、
新
学
習
指
導
要
領

で
も
示
さ
れ
て
い
る
授
業
目
標
（
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
）
の
明
確
化
で
す
。

絵
に
表
す
活
動
で
は
、
単
に
作
品
を
か
く

こ
と
や
そ
の
出
来
栄
え
が
目
指
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
学
習
過
程
を
通
し
て
、
子

ど
も
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
絵
に
表
す
活
動
で
は
、
子
ど
も
が
自
ら

の
感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ
て
、
感
じ
た

こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
、
見
た
こ
と
等
か

ら
表
し
た
い
こ
と
（
主
題
）
を
見
つ
け
、

自
分
な
り
の
新
た
な
意
味
や
価
値
を
つ
く

り
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
子
ど
も
の
実
態
や
授
業
目
標
を

三
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
む
視
点
か
ら

絵
の
授
業
を
捉
え
て
み
よ
う

特集

01
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も
と
に
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
「
や
っ
て

み
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
授
業
課
題
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
絵
に
表
す

活
動
で
は
、
観
察
を
重
視
し
た
内
容
（
風

景
画
や
生
活
画
等
）
や
イ
メ
ー
ジ
を
重
視

し
た
内
容
（
想
像
画
等
）
等
の
広
が
り
が

見
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、

三
つ
の
資
質
・
能
力
の
視
点
か
ら
具
体
的

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
「
知
識
及
び
技
能
」
で
は
、
子
ど
も
の

表
し
た
い
こ
と
を
も
と
に
感
覚
や
行
為
を

通
し
て
造
形
的
な
視
点
を
理
解
し
た
り

（
知
識
）、
表
し
方
を
工
夫
し
た
り
す
る
こ

と
（
技
能
）
が
大
切
で
す
。「
か
ぞ
く
と

は
な
び
を
み
た
よ
」
で
は
、
自
身
の
経
験

を
も
と
に
花
火
を
見
た
時
の
感
動
が
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
空
高
く
打
ち
上
げ
ら
れ

た
花
火
を
見
上
げ
て
い
る
自
分
、
夜
空
に

広
が
る
光
、
形
や
色
の
お
も
し
ろ
さ
や
音

等
が
、
水
彩
絵
の
具
と
パ
ス
の
使
い
分
け

や
「
吹
き
流
し
」
を
用
い
た
効
果
的
な
表

現
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
表
し
た
い
こ

と
を
も
と
に
表
現
材
料
や
技
法
・
様
式
等

を
子
ど
も
自
身
が
考
え
た
り
、
授
業
者
が

一
緒
に
考
え
て
教
え
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
は
、

発
想
力
や
構
想
力
の
視
点
か
ら
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
絵
に
表
す
活
動
で
は
、

表
現
対
象
が
異
な
る
場
合
で
も
、
表
現
対

象
を
も
と
に
子
ど
も
が
感
じ
た
こ
と
、
想

像
し
た
こ
と
、
見
た
こ
と
等
か
ら
表
し
た

い
こ
と
を
見
つ
け
て
絵
に
表
す
（
新
た
な

意
味
や
価
値
を
つ
く
り
出
す
）
プ
ロ
セ
ス

は
同
じ
で
す
。
表
現
対
象
の
選
択
は
、
授

業
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
観
察
や
体

全
体
で
感
じ
た
こ
と
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
広

げ
て
表
し
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、形
や
色
、

◉ 特集 01

２年生「かぞくとはなびをみたよ」
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等
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
学
び
に
向
か
う
力
、人
間
性
等
」で
は
、

子
ど
も
が
造
形
的
な
視
点
を
も
ち
、
形
や

色
に
関
わ
り
な
が
ら
、
主
体
的
に
取
り
組

む
態
度
や
楽
し
く
豊
か
な
生
活
を
創
造
し

よ
う
と
す
る
態
度
等
の
涵か
ん

養よ
う

を
目
指
し
ま

す
。
絵
に
表
す
活
動
で
は
、
見
た
り
想
像

し
た
り
、
か
い
た
り
す
る
魅
力
や
楽
し
さ

に
興
味
を
も
つ
こ
と
、
自
分
な
り
に
表
し

構
図
等
の
表
し

方
を
考
え
る
力

を
育
成
し
た
い

と
考
え
れ
ば
、

風
景
等
を
設
定

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。ま
た
、

テ
ー
マ
を
も
と

に
自
分
の
願
い

や
夢
、
記
憶
や

知
識
等
を
結
び

つ
け
て
自
由
に

イ
メ
ー
ジ
を
広

げ
て
、
構
想
を

練
る
力
を
育
成

し
た
い
と
考
え

れ
ば
、
想
像
画

を
か
い
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

絵
を
か
く
こ
と
が
「
作
品
を
か
く
と
い
う

経
験
」
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
過
程
に

お
い
て
造
形
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か

せ
、
自
身
の
も
の
の
見
方
や
捉
え
方
を
発

見
・
認
識
す
る
と
共
に
、
見
る
こ
と
の
新

た
な
意
味
や
価
値
を
つ
く
り
出
し
て
い
る

姿
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
学

び
の
あ
る
活
動
に
な
る
た
め
に
は
、
授
業

課
題
・
目
標
を
明
確
に
し
、
授
業
を
多
面

的
な
視
点
か
ら
捉
え
て
構
成
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

髙
橋
智
子

（
た
か
は
し　
と
も
こ
）

静
岡
大
学

准
教
授

た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
主
体
的
に
表
現

し
よ
う
と
す
る
態
度
や
、
身
近
に
あ
る
形

や
色
等
の
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
、
美
的
に

感
じ
る
心
を
育
む
こ
と
、
自
他
の
個
性
を

認
め
、
豊
か
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度
等

を
育
成
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
最
後
に
、
大
学
生
が
「
小
学
校
の
頃
の

印
象
的
な
出
来
事
」
を
か
い
た
絵
日
記
を

紹
介
し
ま
す
。
こ
の
学
生
は
、
図
工
で
絵

　

今
日
は
図
工
の
授
業
で
絵
を
か
い

た
。
い
つ
も
見
て
い
た
校
舎
も
、
改
め

て
見
る
と
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

外
壁
に
は
換
気
扇
の
よ
う
な
口
が
つ
い

て
い
る
。
校
舎
の
角
ば
っ
た
形
や
質
量

感
、
空
と
屋
根
の
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。

絵
を
か
く
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
は
身

近
な
も
の
を
し
っ
か
り
見
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
も
う
一
度
、

自
分
の
周
り
の
世
界
を
よ
く
見
て
み
よ

う
と
思
っ
た
。

◉ 特集 01

５年生「鯉のぼりのしっぽをつかまえよう」

大学生のかいた「小学校の頃の印象的な出来事」の絵日記
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本
稿
で
は
、
立
体
の
授
業
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
三
つ
の
資
質
・
能
力
を
捉
え
れ

ば
よ
い
の
か
を
検
討
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
粘
土
を
材
料
と
し
、

子
ど
も
た
ち
が
想
像
す
る
生
き
物
を
思
い

思
い
に
製
作
す
る
題
材
を
取
り
上
げ
、
具

体
的
に
検
討
し
ま
す
。

　
序
論
で
示
さ
れ
た
『「
造
形
表
現
」
の

五
つ
の
内
容
要
素
』
で
本
題
材
を
整
理
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

　
で
は
、本
題
材
の
中
で
ど
の
よ
う
に「
知

識
及
び
技
能
」、「
思
考
力
、
判
断
力
、
表

現
力
等
」、「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性

等
」
の
資
質
・
能
力
を
捉
え
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
以
下
、
三
つ
の
柱
ご
と
に

検
討
し
て
み
ま
す
。

〇
「
知
識
及
び
技
能
」

　
「
知
識
及
び
技
能
」
に
は
、
二
つ
の
側

面
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
教
員
が
教

授
す
る
知
識
・
技
能
で
す
。
こ
れ
は
、
題

材
の
実
施
に
伴
い
、
作
品
製
作
で
必
要
と

な
る
知
識
・
技
能
で
す
。
例
え
ば
、
先
述

の
「
オ　
表
現
技
法
」
の
手
び
ね
り
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
ひ
ね
り
出
す
、
接

合
す
る
と
い
っ
た
成
形
方
法
や
、
へ
ら
や

切
糸
等
の
用
具
の
使
用
方
法
が
含
ま
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
教
員
が
教
授
可
能
な
内

容
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
子
ど
も
自
身
が
自
ら
の
造

形
活
動
の
過
程
で
創
出
・
蓄
積
・
洗
練
・

応
用
す
る
知
識
・
技
能
で
す
。
例
え
ば
、

二
つ
の
粘
土
の
塊
を
接
合
す
る
場
合
、
そ

の
角
度
や
大
き
さ
、
形
状
の
違
い
に
よ
っ

立
体
の
授
業
で
捉
え
る
資
質
・
能
力
と
は

︱
三
つ
の
柱
を
枠
組
み
と
し
て
︱

特集

02ア
　
表
現
対
象
／
空
想
の
生
き
物

イ
　
表
現
材
料
／
粘
土

ウ
　
表
現
形
式
／
彫
塑
表
現

エ
　
表
現
様
式
／
主
に
具
象
的
表
現

オ
　
表
現
技
法
／
手
び
ね
り
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◉ 特集 02

て
、
接
合
の
し
か
た
は
無
数
に
存
在
し
ま

す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
教
員
が
教
え
る
こ

と
は
困
難
で
す
が
、
多
く
の
場
合
、
子
ど

も
は
試
行
錯
誤
す
る
中
で
最
も
適
し
た
方

法
を
探
し
出
し
、
新
た
な
知
識
・
技
能
と

し
て
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。
図
画
工
作
や

美
術
で
は
こ
の
よ
う
に
、子
ど
も
が
知
識・

技
能
を
生
み
出
す
主
体
で
あ
る
こ
と
に
も

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」

　
こ
の
柱
に
は
、
序
論
に
も
あ
る
通
り
、

数
多
く
の
能
力
が
含
ま
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

図
画
工
作
や
美
術
で
重
視
さ
れ
る
発
想
や

構
想
の
能
力
に
絞
っ
て
具
体
的
に
考
え
て

み
ま
す
。

　
本
題
材
で
は
、「
ア　
表
現
対
象
」
は

空
想
の
生
き
物
で
す
。
こ
の
生
き
物
を
立

体
で
表
す
場
合
の
発
想
や
構
想
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
も
つ
興
味
や
知
識
の
認
識
・

比
較
・
俯ふ

瞰か
ん
・
吟
味
・
応
用
や
、
イ
メ
ー

ジ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
計
画
性
等
が
含

ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
形
態
面
で
も
、
立
体

は
上
下
前
後
左
右
ど
の
角
度
か
ら
で
も
鑑

賞
が
可
能
で
す
の
で
、
足
や
尻
尾
の
大
き

さ
・
位
置
・
角
度
等
を
全
体
像
と
の
関
係

で
考
案
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
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う
に
、
立
体
に
表
す
活
動
に
お
け
る
発
想

や
構
想
の
能
力
に
は
、
多
様
な
認
識
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
連
続
的
・
往
還
的
に
働
か

せ
、
統
合
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

〇
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

　
立
体
に
表
す
活
動
で
は
、
ど
の
よ
う
な

汎
用
的
な
能
力
や
態
度
の
育
成
が
目
指
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
特
に

重
要
と
考
え
る
も
の
を
二
点
挙
げ
ま
す
。

一
点
目
は
、
多
角
的
な
も
の
の
見
方
や
考

え
方
が
で
き
る
能
力
で
す
。
立
体
は
、
現

実
の
三
次
元
空
間
に
質
量
を
も
っ
て
存
在

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
形
態
の
ア
イ
デ
ア

の
み
な
ら
ず
、
材
料
の
特
性
の
理
解
や
安

定
し
た
構
造
の
実
現
等
、
複
数
の
要
件
を

同
時
に
満
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
一
つ
の
物
事
を
多
角
的
に

捉
え
る
能
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。

　
二
点
目
は
、
態
度
面
に
お
け
る
、
物
事

を
最
後
ま
で
や
り
き
る
忍
耐
力
や
責
任
感

の
涵か
ん

養よ
う

で
す
。
立
体
の
作
品
制
作
で
は
、

時
に
重
力
や
接
着
の
現
実
的
な
問
題
が
発

生
し
、
そ
れ
を
克
服
し
な
が
ら
粘
り
強
く

製
作
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
つ
く
る
こ
と
の
楽
し
さ
に
加
え
、
発

生
す
る
問
題
を
た
く
ま
し
く
乗
り
越
え
、

自
ら
が
設
定
し
た
到
達
点
に
た
ど
り
着
こ

う
と
す
る
態
度
の
育
成
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
こ
れ
ら
、
三
つ
の
資
質
・
能
力
が
相
互

に
関
連
し
合
い
、「
生
き
て
働
く
」
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

池
田
吏
志

（
い
け
だ　
さ
と
し
）

広
島
大
学

准
教
授

◉ 特集 02
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学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
、
全
て
の
教

科
に
お
い
て
「
育
成
す
べ
き
資
質・能
力
」

を
明
確
化
し
、
そ
の
た
め
の
授
業
の
実
践

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
つ
の
柱
の
中

で
、「
学
び
に
向
か
う
力
、人
間
性
等
」
は
、

教
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
重
視
す

べ
き
事
項
と
考
え
ま
す
。

　
今
ま
で
の
「
作
品
づ
く
り
の
た
め
の
図

画
工
作
・
美
術
」
で
は
、「
資
質
・
能
力
」

の
育
成
と
い
う
面
は
弱
い
も
の
で
し
た
。

作
品
づ
く
り
を
「
教
え
る
」
こ
と
か
ら
、

表
現
行
為
の
過
程
を
通
し
て
「
育
て
る
」

教
育
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

〇
「
資
質
・
能
力
」
を
育
て
る

　
　導
入
段
階
の
工
夫

　
授
業
の
導
入
段
階
で
は
、
子
ど
も
た
ち

自
身
が
「
課
題
」
を
も
ち
、
表
現
へ
の
意

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニン
グ
と
し
て
の

図
画
工
作
・
美
術
の
授
業

特集

03
―
三
つ
の
「
資
質
・
能
力
」
を
育
て
る
教
育
方
法
の
実
際
―

イラスト
山形大学 2 年生　梅澤 里奈
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欲
を
も
て
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
す
。

　
最
初
に
作
品
例
を
示
し
て
し
ま
う
と
発

想
す
る
力
は
育
ち
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
対

話
的
な
話
し
合
い
か
ら
発
想
す
る
時
間
を

確
保
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
を
ク
ラ

ス
で
共
有
し
、
考
え
合
う
経
験
の
積
み
重

ね
で
「
思
考
力
、
判
断
力
等
」
の
育
成
が

期
待
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
表
現
そ
し

て
「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
が

原
動
力
と
な
り
ま
す
。
互
い
に
共
有
し
、

刺
激
し
合
う
こ
と
で
、
教
え
る
こ
と
こ
そ

で
き
ま
せ
ん
が
、
自
主
的
な
表
現
意
欲
の

育
ち
が
大
い
に
期
待
で
き
る
の
で
す
。

〇
「
資
質
・
能
力
」
を
育
て
る

　
　
授
業
展
開
の
工
夫

　
展
開
段
階
で
は
、一
人
一
人
の
「
課
題
」

に
対
し
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
自
ら
の
課
題

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
こ
そ
が
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
考
え
ま
す
。
そ

こ
で
の
教
師
は
、
個
々
の
思
い
や
願
い
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
支
援
す
る
存
在
で
あ

り
た
い
も
の
で
す
。
安
易
な
声
が
け
や
、

ス
ル
ー
し
て
し
ま
う
こ
と
も
問
題
と
い
え

ま
す
。
温
か
く
見
守
り
な
が
ら
、
困
っ
て

い
て
も
す
ぐ
に
助
言
す
る
の
で
な
く
、
一

緒
に
悩
ん
で
く
れ
る
存
在
が
子
ど
も
に
は

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
造
形
遊
び
の
学
習
と
は
、
子

ど
も
自
身
が
造
形
感
覚
を
駆
使
し
て
、
材

料
や
場
所
に
働
き
か
け
な
が
ら
試
行
錯
誤

し
て
表
現
し
て
い
く
行
為
と
い
え
ま
す
。

そ
の
主
体
的
な
行
為
の
過
程
こ
そ
が
大
切

に
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
。

　
図
画
工
作
・
美
術
は
、
過
程
を
通
し
て

「
思
考
力
」
や
「
判
断
力
」、
そ
し
て
「
表

現
力
」
が
身
に
つ
い
て
い
く
も
の
で
す
。

◉ 特集 03
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そ
し
て
「
知
識
及
び
技
能
」
は
、
最
初

に
あ
り
き
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
に
お
け

る
必
要
性
か
ら
教
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も

に
と
っ
て
本
当
に
生
き
る
知
識
と
力
に
な

り
ま
す
。

〇
「
資
質
・
能
力
」
を
育
て
る

　
　
授
業
の
振
り
返
り

　
授
業
を
片
付
け
の
注
意
で
終
わ
ら
せ
て

は
い
ま
せ
ん
か
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
で
は
、
自
身
の
「
課
題
」
に
授
業
で

ど
う
取
り
組
み
、ど
う
な
っ
た
の
か
個
別・

ク
ラ
ス
で
の
「
振
り
返
り
の
時
間
」
が
重

要
で
す
。
製
作
途
中
で
あ
っ
て
も
発
表
し

合
う
こ
と
で
発
想
や
工
夫
を
認
め
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
「
対
話
的
で
深

い
学
び
」
の
一
つ
で
あ
り
、
本
時
の
学
び

を
相
互
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
次
時
の
学
習
へ
つ
な
げ
る
重
要
な

場
面
と
も
い
え
ま
す
。

〇
造
形
美
術
表
現
こ
そ
が
、

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
難
し

い
も
の
で
は
な
く
、
図
画
工
作
・
美
術
科

で
は
ご
く
当
た
り
前
に
取
り
組
ん
で
き
た

事
項
で
す
。
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
表
現

し
た
い
思
い
や
願
い
、「
課
題
」
を
も
ち
、

表
現
す
る
た
め
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

「
自
主
的
」
に
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
工
夫

す
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
「
深
い
学
び
」

に
な
っ
て
き
た
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
図
画
工
作
・
美
術
科
は
、
造
形
美
術
表

現
を
通
し
て
「
資
質
・
能
力
」
を
育
成
で

き
る
、
他
教
科
に
は
な
い
本
当
に
す
ば
ら

し
い
教
科
な
の
で
す
。

降
籏 

孝

（
ふ
り
は
た　
た
か
し
）

山
形
大
学

教
授

◉ 特集 03

画
像
提
供

山
形
大
学
附
属
小
学
校　
荒
垣 

靖
教
諭

山
形
大
学
附
属
中
学
校　
高
嶋 

裕
也
教
諭
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　鑑賞の授業が好きです。教師になりたての頃に生徒全員を

美術好きにするという遠大な計画のために取り組んだのが

鑑賞の授業でした。最初は対話による鑑賞授業について実践

している人も少なく、学べるところを見つけては出かけてい

きました。まだまだ勉強中の未熟者ですが、今は来年度の兵

庫県造形教育研究大会に向けて、デザインを鑑賞する授業を

チームでつくっています。授業を受けた後、ちょっと見方が

変わったり、身のまわりにあるものすべてが、誰かの思いや

考えがあってつくられているということに気づかせたりす

るような、短時間で誰でもできる鑑賞授業を考えています。

　さまざまな鑑賞の授業をしましたが、生徒はいつでも本当

に素直に楽しんで作品の本質に迫ってきます。私のほうが生

徒の導く新しい発見にいつも驚かされます。「鑑賞っておも

しろい。」という生徒の顔を見ると、また新しい鑑賞の授業を

つくろうと思い、やりがいを感じています。

　この鑑賞授業をより深い学びにしていくにはどうしたら

よいのかということを最近ずっと考えています。制作と鑑賞

　昨年５月。勤務している小学校に男子の大学生A君が

教育実習にやってきた。A君はなかなか好青年である。指

導教諭の指導をどんどん吸収していく。子どもたちとの

関係も良好だ。授業の腕はまだまだだが、一生懸命さが伝

わってくる。実習は無事に終わった。

　採用試験の結果報告を楽しみにしていると、ほどなく合

格しましたとの連絡があった。職員もきっと彼ならいい教

員になるだろうと誰もが思っていた。

　ところがである。４月になったある日、市役所で職員と

して働く彼と顔を合わせたのである。尋ねてみると市役所

も受かったので市役所に入ったというのだ。私は頭が真っ

白になった。自分には考えられなかったからだ。なぜなら

同じ公務員とはいえ、先生には子どもの成長に関われる喜

びがある。「先生、わかった！」「こうすると、できるんだ

ね！」などの言葉に、教師になってよかったと思ってきた。

その言葉を聞きたくてさまざまな工夫や仕掛けを考えた。

をリンクさせて、自分の五感をフルに使って作品を感じ取

り、自分の経験や記憶を呼び覚ますことで、自分自身をより

深く見つめ直す授業ができないかと試行錯誤しています。

　ただ、鑑賞授業をしっかり行うには下調べが重要です。新

しい授業を考えるたびに、知りたいこと・調べたいことが山

のよう出てきてワクワクすると同時に、自分のもっている時

間の短さを痛感します。一人ではできないからこそいろいろ

な先生方とこれからも情報を交換し、よりよい授業を協力し

てつくっていけたらいいなと思います。

毎日、こんなうれしい体験ができるのは、ほかにはあまり

ないのではないだろうか。A君も実習中に何度も感じてい

るように見えたのだが…。

　やはり、教師は「ブラック企業」というイメージが定着し

ているのだろうか。自由になる時間が役所勤務に比べて少

ないからなのだろうか。仕事の中身は学校のほうが自由に

できることがあるはずだと私は考えているのだが。今、教

員を目指す学生が激減している。その理由には様々な要因

が重なっているが、「自由」と「枠」と「創造性」のバランス

が崩れていることに起因しているように思えてならない。

　子どもたちが大人になった時の状況はますます困難で

ある。だからこそ、造形教育では題材の「自由」と「枠」のバ

ランスを見極め、

主体的に創造性を

発揮する意味や価

値を繰り返し味わ

える学習経験を積

み重ね、困難を乗

り越える力として

いきたい。

自由と枠と創造性

鑑賞の授業はやっぱり楽しい

茨城県神
かみ

栖
す

市立大野原小学校　校長
横田 次男（よこた つぎお）

兵庫県神戸市立渚中学校
宮地 初穂（みやち はつほ）
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緑
豊
か
な
北
浦
和
公
園
に
は
、
広
々
と

し
た
芝
生
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
水
が
踊
る

音
楽
噴
水
が
あ
り
、
憩
い
の
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
園
内

に
は
野
外
彫
刻
が
数
多
く
設
置
さ
れ
て
い

る
の
で
、
日
常
の
中
に
ア
ー
ト
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
公
園
の
中
心
に
、
正
面
の
入
口

に
は
ク
チ
バ
シ
の
よ
う
に
突
き
出
た
格
子

状
の
構
造
体
を
持
つ
建
物
が
あ
り
ま
す
。

黒く
ろ
か
わ
き
し
ょ
う

川
紀
章
が
１
９
８
２
年
に
設
計
し
た
埼

玉
県
立
近
代
美
術
館
で
す
。
ま
る
で
鳥
か

ご
の
よ
う
な
格
子
内
に
入
る
と
、
正
面
に

は
波
上
の
曲
面
ガ
ラ
ス
が
は
め
込
ま
れ
て

お
り
、
晴
れ
た
日
に
は
青
空
や
格
子
を
映

し
、
く
ね
く
ね
と
反
射
し
て
不
思
議
な
空

間
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
建
築
家
の
意
図
と

し
て
は
、
内
部
と
外
部
を
つ
な
ぐ
中
間
領

域
で
あ
り
、
来
館
者
に
ア
ー
ト
を
楽
し
む

期
待
感
を
膨
ら
ま
せ
る
魅
力
的
な
場
所
で

す
。
外
壁
の
色
は
「
利り
き
ゅ
う
ね
ず
み

休
鼠
」
と
い
う
す

べ
て
の
色
が
混
ざ
り
あ
っ
て
で
き
る
灰
色

を
、
日
本
の
美
意
識
の
象
徴
と
し
て
採
用

埼
玉
県
立
近
代

美
術
館

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
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し
て
お
り
、
こ
の
格
子
を
形
成
す
る
正
方

形
も
黒
川
建
築
の
美
術
館
の
特
徴
の
ひ
と

つ
で
す
。

　

展
示
室
は
1
階
に
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｓ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
展
示
室
、
2
階
に
企
画
展
の
展

示
室
が
あ
り
ま
す
。
建
物
中
央
に
は
地
下

か
ら
3
階
ま
で
貫
く
吹
き
抜
け
が
設
け
ら

れ
、
ガ
ラ
ス
屋
根
か
ら
自
然
光
が
入
り
ま

す
。
天
井
か
ら
展
示
物
が
つ
る
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
り
、
地
下
に
は
3
体
の
彫

刻
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
空
間

を
利
用
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
収
蔵
作
品
が
展
示
室
の
外
に

も
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
宮み
や
じ
ま
た
つ
お

島
達
男

《N
um

ber of tim
e in Coin-Locker

》

や
階
段
の
途
中
に
は
ガ
ラ
ス
を
突
き
破
っ

て
い
る
田た
な
か
よ
ね
き
ち

中
米
吉
《
ド
ッ
キ
ン
グ
（
表
面
）

No
・
86-

１
９
８
５
》
な
ど
が
あ
り
、
作

品
を
探
す
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

　

開
館
当
初
か
ら
収
集
し
た
優
れ
た
デ
ザ

イ
ン
の
椅
子
に
は
た
だ
鑑
賞
す
る
だ
け
で

な
く
だ
れ
で
も
座
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
来
館
者
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。　

〒 330-0061
さいたま市浦和区常盤 9-30-1
TEL048-824-0111

JR北浦和駅西口より徒歩3分（北浦和公園内）
開館時間：10：00-17：30
          （展示室への入場は17：00まで）
休館日：月曜日
          （祝日または県民の日の場合は開館）
            年末年始、メンテナンス日

埼玉県立近代美術館
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M
O
M
A
S
の
と
び
ら

み
る+

つ
く
る

企
画
展
物
語
（
対
象
：
親
子
）

埼玉県立近代美術館

土
曜
日
の
午
後
、
子
供
を
中
心
に
す

べ
て
の
世
代
が
楽
し
め
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
『
M
O
M
A
S
の
と
び
ら
』
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
事
前
申
込
制
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
毎
回
違
う
内
容
を
提
供
し
て

い
る
た
め
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
1
番
の
特
徴
は
、
鑑
賞
と
表
現
が

一
体
と
な
っ
て
い
る
点
で
す
。
美
術
作
品

を
「
対
話
に
よ
る
鑑
賞
」
で
見
て
か
ら
、

作
品
に
関
連
し
た
表
現
活
動
を
行
っ
て
作

家
の
考
え
を
追
体
験
す
る
と
い
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
公
園
に
遊
び
に
来
た
小
さ
な

お
子
様
連
れ
や
地
域
の
方
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
申
込
不
要
の
フ
リ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
充
実
に
も
力
を
注
い
で
お
り
、

【
洗
濯
ば
さ
み
で
絵
を
描
こ
う
！
】【
ア
ー

ト
★
ビ
ン
ゴ
】
な
ど
定
番
化
さ
れ
た
人
気

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

　

当
館
の
収
蔵
作
品
は
、
2
0
1
8
年

3
月
現
在
3
7
0
6
点
に
な
り
ま
す
。

埼
玉
の
近
代
美
術
を
核
と
し
て
、
こ
れ
に

晩
年
の
作
品
《
R
︲
9
︲
R
O
M
A
》

は
、
作
者
が
幼
少
期
に
卵
か
ら
出

【
阿あ
　
べ
　
の
ぶ
　
や

部
展
也
―
あ
く
な
き
越
境
者
】
２
０
１
８
．９
／
 15
～
11
／
４

影
響
を
与
え
た
優
れ
た
作
品
を
収
集
し
、

年
4
回
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
企
画
展

は
、
年
5
回
行
っ
て
い
ま
す
。
学
芸
員
の

研
究
に
よ
り
、
美
術
史
の
検
証
、
初
め
て

紹
介
さ
れ
る
美
術
家
、
国
内
外
の
優
れ
た

作
品
に
よ
る
展
示
は
、
来
館
者
に
常
に
新

鮮
な
感
動
や
現
代
の
問
い
を
投
げ
か
け
ま

す
。
し
か
し
、「
美
術
っ
て
難
し
い
」「
良

さ
が
わ
か
ら
な
い
」「
あ
ま
り
み
た
こ
と

が
な
い
」
と
、
誰
も
が
美
術
に
関
心
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
展
示
の
内
容

は
も
と
よ
り
、
来
館
す
る
子
供
た
ち
や
親

子
へ
、
難
し
い
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
、た
く
さ
ん
考
え
た
り
、心
を
ゆ
さ
ぶ
っ

た
り
、
美
術
作
品
と
の
“
出
会
い
”
を
演

出
し
楽
し
い
体
験
を
届
け
る
鑑
賞
ガ
イ
ド

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
美
術
館
で
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
ん
な
出
来
事
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

て
く
る
も
の
に
神
秘
や
美
し
さ
を
感
じ
た

経
験
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
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み
〜
っ
け
！
（
対
象
：
4
才
〜
6
才
）

展
示
室
で
丸ま

る
や
ま
な
お
ふ
み

山
直
文
《puddle in 

the w
oods 

6
》
を
見
ま
し
た
。

「
大
き
な
絵
に
何
が
描
い
て
あ
る
の
か
な

〜
？
」「
金
魚
、
ヨ
ッ
ト
、
帽
子
、
恐
竜

の
足
と
頭
…
」
な
ど
、
色
々
な
モ
ノ
が
見

つ
か
り
ま
し
た
！　

こ
の
絵
は
、
森
の
中

の
水
た
ま
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
い
た
り
、

水
で
つ
く
る
に
じ
み
を
生
か
し
た
り
し
て

制
作
を
し
て
い
ま
す
。
幼
児
も
、
マ
ジ
ッ

ク
や
ク
レ
ヨ
ン
、
そ
し
て
霧
吹
き
や
水
鉄

砲
を
使
っ
て
楽
し
く
制
作
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

た
く
さ
ん
！

　

ま
た
、
学
校
と
の
連
携
も
強
化
し
て
い

ま
す
。
団
体
案
内
、
授
業
協
力
や
教
員
向

け
研
修
を
通
し
て
、
様
々
な
鑑
賞
の
方
法

や
作
品
の
楽
し
み
方
を
紹
介
し
、
豊
か
な

鑑
賞
活
動
が
広
が
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。

（
文
・
写
真
提
供　

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
）

卵
が
「
パ
カ
ッ
」
と
開
い
て
絵
が
飛
び
出

す
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
絵
は
た
こ
糸
を

使
っ
て
描
き
ま
す
。
絵
の
具
を
つ
け
た
糸

を
二
つ
折
り
に
し
た
画
用
紙
に
好
き
な
よ

う
に
挟
ん
で
、
画
用
紙
を
押
さ
え
な
が
ら

色
々
な
方
向
に
ひ
っ
ぱ
り
ま
す
。
開
く
と

美
し
い
曲
線
や
複
雑
な
模
様
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
中
に
生
き
物
の
形
を
探
し
描
き

加
え
ま
し
た
。
卵
の
殻
の
パ
ー
ツ
を
両
端

に
つ
け
て
完
成
！　

鑑
賞
会
で
は
、
中
か

ら
出
て
く
る
意
外
な
モ
ノ
を
み
ん
な
で
楽

し
み
ま
し
た
。
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［ 小 学 校 ］
教 材 研 究
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トントンくぎ打ち、
コンコン　ビー玉

長
なが

尾
お

 宏
ひろ

一
かず

　埼玉県戸田市立笹目小学校 工作
年 生
3

時 間
4

細長い板材にくぎを打って、ビー玉がゆっくり転がるコー
スを友だちとつくることで、発想豊かにコースを考えた
り、くぎを打つことを楽しんだりする。

題材のねらい

板材 (19 × 89 × 1820㎜または 38 × 89 × 1820㎜ )、
くぎ (25 ～ 38㎜で 2 ～ 3 種類 )、ビーズ、瓶の王冠、
カラー輪ゴム、ビー玉、かなづち、くぎ抜き、ペンチ

材料・用具

ビー玉のコースを考えたり、くぎを打ったりすること
を楽しむ。

関

ゆっくりと転がるコース、形や色、動きが楽しいコー
スなどを考える。

発

ビー玉をしっかりはじくように、くぎの打ち方を工夫
する。

創

ビー玉の転がり方を楽しみ、それぞれのビー玉コース
のよさに気づく。

鑑

評価の観点
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教 材 研 究
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本
題
材
は
、
グ
ル
ー
プ
で
考
え
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
細
長
い
板
材
に
く
ぎ
を
打
っ
て
ビ
ー
玉
が

転
が
る
コ
ー
ス
を
つ
く
り
、
そ
の
転
が
り
方
を
楽
し
む

活
動
で
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
く
ぎ
の
打
ち
方
と

抜
き
方
を
知
り
、
慣
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
コ
ー
ス
に
な
る
材
料
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
も
購

入
で
き
る
安
価
な
建
築
材
を
用
い
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
木
材
が
反
っ
て
い
る
と
く
ぎ
を
打
ち
に

く
い
の
で
、
反
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
購
入
し

ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
は
、
直
射
日
光
が
当
た
ら
な
い

場
所
に
保
管
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
く
ぎ
の
打
ち
方
と
抜
き
方
を
や
っ
て
見
せ
、

子
ど
も
た
ち
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
ま
せ
ま
す
。
か

な
づ
ち
と
く
ぎ
抜
き
の
安
全
な
使
い
方
は
し
っ
か
り
指

導
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
く
ぎ
を
手
で
持
っ
て
打
つ
の

が
難
し
い
場
合
は
、
ペ
ン
チ
で
く
ぎ
を
挟
ん
で
打
つ
と

り
方
を
確
か
め
た
り
し
な
が
ら
コ
ー
ス
を
つ
く
り
ま

す
。
く
ぎ
だ
け
で
は
な
く
、
ビ
ー
ズ
や
瓶
の
王
冠
、

高
学
年
の
木
工
作
で
出
た
端
材
な
ど
を
打
ち
つ
け
る

と
お
も
し
ろ
い
コ
ー
ス
や
、
色
合
い
の
よ
い
コ
ー
ス

が
で
き
る
こ
と
に
も
気
づ
か
せ
た
い
で
す
。
カ
ラ
ー

輪
ゴ
ム
を
く
ぎ
に
か
け
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
輪
ゴ

ム
は
、
く
ぎ
と
く
ぎ
の
間
隔
が
広
い
と
こ
ろ
に
か
け

る
と
、
ビ
ー
玉
が
コ
ー
ス
か
ら
飛
び
出
す
こ
と
を
防

ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。こ
の
活
動
で
大
事
な
こ
と
は
、

常
に
試
し
な
が
ら
考
え
を
出
し
合
い
、
よ
り
楽
し
い

コ
ー
ス
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
完
成
し
た
ら
、
全
グ
ル
ー
プ
の
コ
ー
ス
を
並
べ

て
「
ビ
ー
玉
ゆ
っ
く
り
転
が
る
レ
ー
ス
」
を
し
て
楽

し
み
ま
す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
作
品
で
他
学
年
の

子
ど
も
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

学 習 の 流 れ

①
く
ぎ
の
打
ち
方
と
抜
き
方
、道
具
の

安
全
な
使
い
方
、く
ぎ
が
ビ
ー
玉
を

は
じ
く
お
も
し
ろ
さ
な
ど
を
知
る
。

②
み
ん
な
で
木
材
に
く
ぎ
を
打
っ
た

り
、ビ
ー
ズ
や
王
冠
な
ど
を
く
ぎ
で

打
ち
つ
け
た
り
し
て
、ビ
ー
玉
が
く

ぎ
に
は
じ
か
れ
な
が
ら
通
る
コ
ー

ス
を
つ
く
る
。板
材
か
ら
ビ
ー
玉
が

落
ち
な
い
よ
う
に
く
ぎ
を
打
っ
た

り
、輪
ゴ
ム
を
か
け
た
り
す
る
。

③
ビ
ー
玉
の
転
が
り
方
を
試
し
、く
ぎ

に
は
じ
か
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
転

が
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、み
ん
な
で
考
え
を
出
し

合
い
、く
ぎ
を
打
っ
た
り
抜
い
た
り

す
る
。

④
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
つ
く
っ

た
ビ
ー
玉
コ
ー
ス
を
並
べ
て
、

「
ビ
ー
玉
ゆ
っ
く
り
転
が
る
レ
ー

ス
」を
し
て
、み
ん
な
で
楽
し
む
。

⑤
他
学
年
の
子
ど
も
た
ち
に
も「
ビ
ー

玉
ゆ
っ
く
り
転
が
る
レ
ー
ス
」
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
。十
分
に
楽
し
ん
だ

後
は
く
ぎ
を
抜
い
て
、木
材
は
再
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

よ
い
こ
と
を
教
え
ま
す
。
そ
の
後
、

あ
ら
か
じ
め
く
ぎ
を
打
っ
た
コ
ー
ス

を
用
意
し
て
お
き
、
ビ
ー
玉
を
転
が

し
て
見
せ
、
活
動
へ
の
関
心
・
意
欲

を
高
め
る
と
と
も
に
見
通
し
を
も
た

せ
ま
す
。
そ
し
て
、「
ビ
ー
玉
が
す

ぐ
に
転
が
り
終
わ
る
よ
り
、
ゆ
っ
く

り
転
が
る
ほ
う
が
楽
し
い
。」
と
い

う
こ
と
を
押
さ
え
て
、
子
ど
も
た
ち

の
活
動
を
始
め
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
話
し
合
っ
た
り
、
ビ
ー
玉
の
転
が
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人の形・動きをとらえる
平
ひら

賀
が

 卓
たく

也
や

　静岡県浜松市立都田中学校
絵

年 生
1

時 間
2

人体の量感や骨格、各部のつながりのバランスをと
らえて、描画材料を工夫して、人体の美しさを描く。

題材のねらい

墨汁、半紙または和紙、不要になった布きれや服、刷毛、
小皿、新聞紙

材料・用具

人体や人体の動きを描くことに関心をもつ。関

人体を観察して、量感や骨格、各部のバランスな
どを考える。発

人の形や動きをとらえ、刷毛で線の強弱をつけ
るなどして、工夫して描く。創

人体を表情豊かにとらえることについて話し合
う。鑑

評価の観点

［ 中 学 校 ］
教 材 研 究
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学 習 の 流 れ

①
布
や
刷
毛
の
ス
ケ
ッ
チ
の
前
に
、鉛
筆
で

人
体
を
描
く
。
　

②
刷
毛
を
使
っ
て
描
く
。

初
め
に
書
道
の
よ
う
に
刷
毛
を
動
か
す
練

習
を
行
い
、次
に
動
き
の
あ
る
ポ
ー
ズ
で

ク
ロ
ッ
キ
ー
す
る
。（
刷
毛
を
使
っ
て
描
く

前
に
布
を
使
っ
て
人
型
を
つ
く
る
練
習
を

す
る
方
法
も
あ
る
。）

③
描
い
た
も
の
を
互
い
に
見
せ
合
い
、形
や

動
き
を
ど
の
よ
う
に
表
情
豊
か
に
と
ら
え

た
か
話
し
合
う
。

た
り
、
角
度
を
変
え
た
り
し
て
強
弱
を
つ
け
ま
す
。
は

じ
め
に
そ
の
よ
う
な
意
識
で
い
る
と
、
描
く
気
持
ち
に

余
裕
が
生
ま
れ
ま
す
。
鉛
筆
な
ど
の
描
画
材
料
と
の
違

い
は
、
形
の
輪
郭
を
線
で
描
く
の
で
は
な
く
、
人
の
形

そ
の
も
の
を
面
や
量
感
で
確
か
め
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
一
筆
描
き
の
よ
う
に
し
て
描
く
楽
し
さ
と
確

か
な
体
の
動
き
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
動
き
の
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
を
生
み
出
す
発
想
に
つ
な
が
り
、
活

動
に
夢
中
に
な
る
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
刷
毛
の
使
用
は
対
象
か
ら
余
分
な
形
や
要
素
を
省
略

し
、
美
し
い
形
を
探
る
画
家
の
視
点
に
近
づ
け
る
も
の

で
す
。

　
そ
の
他
に
、
モ
デ
ル
を
見
な
が
ら
布
な
ど
を
使
っ
て

体
を
型
と
し
て
と
ら
え
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
布
の
柔

ら
か
さ
が
、
体
の
曲
線
や
量
感
を
と
ら
え
や
す
く
し
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
、
等
身
大
に
つ
く
る
こ
と
で
彫
刻
の

よ
う
な
存
在
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
つ
く
っ
た

本
題
材
は
、
人
の
形
や
動
き
を
と
ら
え
、
生
き
生

き
と
描
く
こ
と
で
何
気
な
い
し
ぐ
さ
や
動
作
の

も
と
と
な
る
心
の
感
情
表
現
へ
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い

く
も
の
で
す
。

　
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、「
人
体
は
、
体
の
各

部
が
つ
な
が
り
、
動
く
こ
と
で
美
し
い
姿
を
つ
く
り
出

し
て
い
る
」
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

四
肢
の
動
き
は
肩
、
腰
を
通
っ
て
つ
な
が
り
ま
す
。
文

字
通
り
、「
一
筆
描
き
の
よ
う
に
と
ら
え
て
よ
い
」
と

理
解
し
ま
す
。
墨
汁
と
小
刷
毛
を
使
っ
て
体
の
線
を
描

い
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
着
衣
の
皺し

わ
や
形
は
あ
ま
り
意

識
せ
ず
に
、
体
の
形
を
と
ら
え
る
こ
と
の
み
に
着
目
し

て
大
胆
に
描
き
ま
す
。
小
刷
毛
は
刷
毛
幅
全
体
を
使
っ

人
型
を
観
察
す
る
ク
ロ
ッ
キ
ー
も
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ク
ロ
ッ
キ
ー
す
る
た
め
の
方
法
も

道
具
も
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
た
ち
は
こ
の

学
習
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
か
ら
多
様
な
見

方
や
考
え
方
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
感
情
を
体
で

表
す
こ
と
や
心
の
感
情
表
現
へ
の
広
が
り
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

教 材 研 究
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太陽の光が透過して、展示
台にさまざまな色が映って
とてもきれいでした。

染めた布を木々を使って吊るしています。
風が吹くとゆらゆらとたなびきます。

天井から吊るした布に
青い鳥たちが空を羽ば
たいているように、作
品を飾っています。

布と展示台を使って、さまざまな動物が
海と陸にいるように展示しています。

女子美アートミュージアム会場
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